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▽
長
崎
自
動
車
道
／
長

崎
Ｉ
Ｃ
～
長
崎
芒
塚
Ｉ

Ｃ

３
㎞

※
常
磐
自
動
車
道
の
い

わ
き
中
央
か
ら
岩
沼
間

の
残
る
区
間
に
つ
い
て

は
、
必
要
な
箇
所
に
付

加
車
線
を
設
置
す
る
。

し
て
事
業
を
進
め
て
い
く
と
し

て
い
る
。

【
４
車
線
化
区
間
】

▽
常
磐
自
動
車
道
／
い
わ
き
中

央
Ｉ
Ｃ
～
広
野
Ｉ
Ｃ

27
㎞

▽
常
磐
自
動
車
道
／
山
元
Ｉ
Ｃ

～
岩
沼
Ｉ
Ｃ

14
㎞

▽
阪
和
自
動
車
道
／
御
坊
Ｉ
Ｃ

～
印
南
Ｉ
Ｃ

10
㎞

動
車
国
道
の
整
備
計
画
の
変
更

を
完
了
し
た
。

ま
た
、
常
磐
自
動
車
道
に
つ

い
て
は
、
復
興
・
創
生
期
間
内

の
概
ね
５
年
で
の
完
成
を
目
指

国
土
交
通
省
は
、
平
成
28
年

６
月
７
日
に
常
磐
自
動
車
道
、

そ
し
て
６
月
８
日
に
は
、
阪
和

自
動
車
道
・
長
崎
自
動
車
道
の

４
車
線
化
に
つ
い
て
、
高
速
自

国
土
交
通
省
で
は
、
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
に
お
け
る
活

動
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
41
年

か
ら
、
毎
年
一
般
か
ら
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」
推
進
標
語
を

募
集
し
て
い
る
。
本
年
は
全
国

か
ら
４
，
９
８
７
作
品
の
応
募

が
あ
り
、
三
好
礼
子
委
員
（
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
、
国
際
ラ
リ
ー
ス

ト
）
、
や
す
み
り
え
委
員
（
川

柳
作
家
、
文
化
庁
審
議
会
分
科

会
委
員
）
、
吉
岡
耀
子
委
員

（
交
通
・
環
境
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
に
よ
る
審
査
が
行
わ
れ
、

［
小
学
生
の
部
］
［
中
学
生
の

部
］
［
一
般
の
部
］
の
部
門
毎

に
最
優
秀
賞
１
作
品
ず
つ
と
優

秀
賞
２
作
品
ず
つ
の
計
９
作
品

が
選
定
さ
れ
た
。

し
て
お
り
、
渋
滞
緩
和
や
交
通

事
故
の
削
減
に
つ
い
て
効
果
が

得
ら
れ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
間
を
、
同
年
５
月
28
日
に

下
り
線
の
一
部
区
間
に
つ
い
て

付
加
車
線
の
運
用
を
先
行
開
始

「
付
加
車
線
」
（
延
長
１
・
９

㎞
）
の
運
用
を
開
始
し
た
。

京
葉
道
路
穴
川
（
中
）
Ｉ
Ｃ

～
貝
塚
Ｉ
Ｃ
間
は
、
１
日
に
約

10
万
台
の
交
通
量
が
あ
り
、
朝

夕
の
通
勤
時
間
帯
や
行
楽
時
期

の
週
末
に
は
、
交
通
集
中
に
伴

う
渋
滞
が
慢
性
的
に
発
生
し
て

お
り
、
渋
滞
中
の
追
突
事
故
も

起
き
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ら
の
渋
滞
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
渋
滞
中
の
交
通
事
故
を

削
減
す
る
た
め
の
交
通
安
全
対

策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
に
お
け
る
加
速
・
減
速
車

線
を
接
続
す
る
、
新
た
な
「
付

加
車
線
」
を
整
備
し
、
こ
の
た

び
運
用
を
開
始
し
た
。

平
成
26
年
４
月
24
日
に
上
り

線
の
穴
川
（
東
）
Ｉ
Ｃ
～
貝
塚

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
は
、
京

葉
道
路
の
渋
滞
対
策
と
し
て
整

備
し
て
き
た
、
京
葉
道
路
の
下

り
線
、
穴
川
（
中
）
Ｉ
Ｃ
～
貝

塚
Ｉ
Ｃ
間
の
、
加
速
車
線
と
減

速
車
線
を
接
続
す
る
新
た
な

基
づ
き
、
４
路
線
で
付
加
車
線

を
試
行
設
置
し
、
そ
の
効
果
を

検
証
す
る
こ
と
で
、
高
速
道
路

の
暫
定
２
車
線
区
間
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
（
安
全
性
、
走
行
性
の

確
保
）
に
取
り
組
ん
で
い
く
と

し
て
い
る
。

【
検
証
路
線
】

▽
東
海
北
陸
道
（
飛
騨
清
見
Ｉ

Ｃ
～
小
矢
部
砺
波
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

▽
岡
山
米
子
道
（
賀
陽
Ｉ
Ｃ
～

北
房
Ｊ
Ｃ
Ｔ
、
蒜
山
Ｉ
Ｃ
～
米

子
Ｉ
Ｃ
）

▽
徳
島
道
（
徳
島
Ｉ
Ｃ
～
川
之

江
東
Ｊ
Ｃ
Ｔ
）

▽
松
山
道
（
松
山
Ｉ
Ｃ
～
大
洲

Ｉ
Ｃ
）

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ま

で
、
社
会
資
本
整
備
審
議
会
道

路
分
科
会
に
お
い
て
、
高
速
道

路
の
暫
定
２
車
線
区
間
の
付
加

車
線
設
置
に
つ
い
て
設
置
基
準

（
案
）
を
議
論
し
て
い
た
。

今
回
、
設
置
基
準
（
案
）
に

高速道路の暫定２車線

区間のサービス向上へ

◇道東自動車道 音更帯広IC～足寄IC・本別IC
6月27日（月）～7月4日（月）20：00～翌6：00

◇道東自動車道 音更帯広IC～池田IC
7月5日（火）～7月11日（月）20：00～翌6：00

◇常磐自動車道 南相馬IC～相馬IC
7月4日（月）～7月8日（金）20：00～翌5：00

◇東名高速道路 厚木IC～秦野中井IC
6月25日（土）20：00～翌6：00
7月2日（土）21：00～翌5：00
7月9日（土）21：00～翌5：00

◇東名高速道路 沼津IC～富士IC
7月12日（火）22：00～翌5：00

◇阪和自動車道 有田IC～南紀田辺IC
6月27日（月）～7月1日（金）20：00～翌6：00
7月4日（月）～7月8日（金）20：00～翌6：00

◇山形自動車道 寒河江IC～月山IC
7月11日（月）～7月12日（火）20：00～翌6：00

◇山形自動車道 西川IC～月山IC
7月13日（水）～7月14日（木）20：00～翌6：00

◇湾岸線→羽田線 大井JCT
6月8日（水）～平成31年9月末日20：00～

６月１日(水)

新たな車線を運用開始

報
の
集
約
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
、
目
的
地
に
行

く
に
は
ど
の
バ
ス
に
乗
れ
ば
い
い
の
か
と

い
っ
た
基
本
的
な
情
報
が
わ
か
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
外
国
人
観
光
客
を
対
象
と
し
た

高
速
バ
ス
情
報
が
外
国
語
で
入
手
で
き
る

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
及
び
外
国
語
で

予
約
・
決
済
可
能
な
高
速
バ
ス
サ
イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
集
の
構
築
と
と
も
に
各
バ
ス
会

社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
多
言
語
化
を
速
や

か
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
訪
日
の

目
的
で
あ
る
観
光
地
情
報
か
ら
検
索
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
利
便
性
を
一
層
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
観
光
協
会
等
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
高
速
バ
ス
を
は

じ
め
と
し
た
交
通
情
報
の
多
言
語
に
よ
る

掲
載
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

内
標
識
が
あ
り
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
も
す
ぐ

見
つ
け
ら
れ
た
。
」
「
情
報
観
光
セ
ン
タ

ー
の
対
応
が
親
切
だ
っ
た
。
」
「
新
し
く

清
潔
。
自
国
に
も
こ
の
よ
う
な
施
設
が
欲

し
い
。
」
等
好
意
的
な
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。

バ
ス
タ
新
宿
と
い
う
画
期
的
な
イ
ン
フ

ラ
の
効
果
を
最
大
限
発

揮
す
る
た
め
、
高
速
バ

ス
サ
ー
ビ
ス
は
「
旅
の

有
力
な
選
択
肢
」
の
一

つ
と
し
て
、
訪
日
外
国

人
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
欧
米
に
は
長
距
離
バ

ス
の
大
宗
を
占
め
る
大
企
業
又
は
企
業
連

合
体
が
存
在
す
る
た
め
、
比
較
的
長
距
離

バ
ス
に
関
す
る
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容

易
で
あ
る
の
に
対
し
、
我
が
国
は
非
常
に

多
く
の
事
業
者
が
参
入
し
て
い
る
た
め
情

間
を
有
意
義
に
過
ご
せ
そ
う
だ
。
バ
ス
タ

新
宿
の
取
組
み
が
全
国
の
長
距
離
バ
ス
タ

ー
ミ
ナ
ル
に
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
充
実
の
恩
恵
を
受
け

る
の
は
、
日
本
人
観
光
者
に
限
ら
れ
な

い
。
観
光
庁
の
デ
ー
タ
ー
に
よ
る
と
訪
日

外
国
人
観
光
者
は
近
年
急
激
に
増
加
し
て

お
り
（
２
０
１
６
年
１
月
～
２
月
：
約
３

７
４
万
人
で
昨
年
同
月
比
１
・
４
倍
）
、

彼
ら
に
よ
る
高
速
バ
ス
利
用
・
予
約
が
訪

日
外
国
人
観
光
者
の
伸
び
率
を
上
回
る
バ

ス
会
社
も
あ
る
そ
う
だ
。
既
に
バ
ス
タ
新

宿
は
、
訪
日
外
国
人
客
か
ら
「
英
語
の
案

に
く
い
し
、
乗
客
が
入
り
き
ら
ず
階
段
に

あ
ふ
れ
て
る
の
で
発
券
手
続
き
が
効
率
悪

か
っ
た
。
③
発
券
終
了
し
た
ら
全
員
そ
ろ

っ
て
乗
り
場
ま
で
向
か
う
の
だ
が
、
道
に

迷
う
人
が
多
く
、
全
員
そ
ろ
う
ま
で
出
発

が
遅
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
。

新
宿
駅
南
口
改
札
か
ら
徒
歩
１
分
に
あ

り
約
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
面
積
を
誇
る
バ
ス

タ
新
宿
に
よ
り
上
記
の

問
題
は
解
消
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
既
存
箇

所
に
残
っ
て
い
る
一
部
の
バ
ス
停
が
バ
ス

タ
新
宿
に
全
て
移
る
事
が
で
き
れ
ば
（
今

夏
予
定
）
、
利
便
性
の
更
な
る
高
ま
り
が

発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
さ
ら
に
観

光
情
報
セ
ン
タ
ー
や
深
夜
営
業
が
可
能
な

飲
食
店
や
商
店
が
が
入
っ
た
複
合
ビ
ル
が

併
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
旅
行
前
後
の
時

Ｊ
Ｒ
新
宿
駅
周
辺
に
19

箇
所
も
分
散
し
て
い
た
高

速
バ
ス
乗
り
場
と
南
口
の

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
を
集
約

し
た
「
バ
ス
タ
新
宿
」
が
開
業
し
て
約
２

ヶ
月
が
経
っ
た
。
こ
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ

ー
ク
も
多
く
の
利
用
客
で
大
盛
況
だ
っ
た

と
の
報
道
が
多
数
見
ら
れ
た
。
「
仕
事
後

深
夜
出
発
→
翌
朝
目
的
地
に
到
着
」
だ
と

現
地
観
光
に
た
く
さ
ん
時
間
を
使
え
る
こ

と
が
現
役
社
会
人
に
は
あ
り
が
た
く
、
近

年
週
末
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
高
速
バ
ス
を
活

用
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
新
宿
発

の
便
は
独
特
の
苦
労
が
あ
っ
た
。
大
手
バ

ス
会
社
を
利
用
し
て
仙
台
に
行
っ
た
時
の

こ
と
だ
が
、
①
集
合
時
刻
が
出
発
時
刻
よ

り
相
当
早
く
、
集
合
場
所
が
新
宿
駅
か
ら

徒
歩
15
分
も
か
か
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

②
集
合
場
所
が
小
さ
す
ぎ
る
た
め
見
つ
け

バ
ス
タ
新
宿
オ
ー
プ
ン
か
ら
２
ヶ
月

阪
和
自
動
車
道
・
長
崎
自
動
車
道
の
位
置
図

穴川（東）IC付近の新たな車線（付加車線）の状況穴川（東）IC付近の新たな車線（付加車線）の状況

～道きれい そんな所は 人きれい～

※詳細は国土交通省のホームページで。http://www.mlit.go.jp/report/press/road01_hh_000694.html

○
最
優
秀
賞

【
小
学
生
の
部
】

「
友
だ
ち
と

げ
ん
き
い
っ
ぱ
い

歩
こ
う
よ
」

小
林
悠
希
さ
ん(

栃
木
県)

【
中
学
生
の
部
】

「
道
き
れ
い

そ
ん
な
所
は

人
き
れ
い
」

高
橋
昂
太
郎
さ
ん(

秋
田
県)

【
一
般
の
部
】

「
あ
り
が
と
う

生
き
る
力
を

く
れ
る
道
」

會
田
誠
一
さ
ん(

神
奈
川
県)

○
優
秀
賞

【
小
学
生
の
部
】

「
あ
ん
ぜ
ん
に

あ
る
け
る
み
ち
は

た
か
ら
も
の
」

壱
岐
心
音
さ
ん(
宮
崎
県)

「
こ
の
道
を

歩
け
ば
心
も

歩
き
出
す
」

櫻
田
歩
維
さ
ん(

神
奈
川
県)

【
中
学
生
の
部
】

「
道
渡
り

ほ
ん
の
一
礼

あ
た
た
ま
る
」

加
茂
三
幸
さ
ん(

佐
賀
県)

「
ぴ
か
ぴ
か
の

道
路
に
ひ
び
く

笑
い
声
」

樹
下
あ
い
さ
ん(

佐
賀
県)

【
一
般
の
部
】

「
こ
の
道
で

は
じ
ま
る
私
の

物
語
」

吉
野
信
幸
さ
ん(

埼
玉
県)

「
あ
い
さ
つ
も

お
歌
も
靴
も

跳
ね
る
道
」

川
村
雅
恵
さ
ん(

神
奈
川
県)
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